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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は長崎県と佐賀県の間に位置する伊万里湾において、1281年の蒙古襲来の際
に暴風雨のために大半が遭難したとされる元軍船を発見する調査手法を確立すること、また発見した元軍船の内容につ
いて明らかにすること、さらに元軍船をはじめとする蒙古襲来関係遺物の水中環境における保存手法、および引き揚げ
後の保存処理や活用に関する手法を構築することである。
　研究の結果、長崎県松浦市鷹島海底遺跡において２艘の元軍沈没船を発見し、ともに中国江南地方を進発した軍船で
あることを明らかにした。また、現在、両沈没船は海底での保存を図った上で、調査後の保全および劣化に関するモニ
タリング調査を継続的に実施しつつある。

研究成果の概要（英文）：This research project conducted at the naval battle site of the 1281 Mongol 
Invasion of Japan at Imari Bay between Nagasaki and Saga prefectures has three main objectives. The first 
objective is to identify the remote sensing survey methods involving in identifying a shipwreck from the 
ill-fated Mongol fleet which majority of the vessels are said to have been destroyed by a legendary 
storm. The second objective is to reveal the nature of the Mongol fleet, and the third objective is to 
construct strategies for preserving underwater sites in situ, conservation treatment of artifacts, and 
the public outreach.
 The research project was successful in finding two shipwrecks from the Mongol fleet at Takashima 
Underwater site at Matsuura-city, in Nagasaki prefecture; the two hulls were identifying as originating 
from southern China. Both of the sites are preserved and protected underwater with a long-term monitoring 
program to check for any deterioration from taking place.

研究分野： 考古学

キーワード： 鷹島海底遺跡　蒙古襲来（元寇）　水中考古学　元寇沈没船調査　鷹島１・２号沈没船　海底環境モニ
タリング調査　海底木材劣化モニタリング　水中文化遺産
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 蒙古襲来の地とされてきた長崎県松浦市
鷹島海底遺跡では、これまでに元軍船の船材
や碇石、陶磁器などの遺物が断片的に確認さ
れてきた。しかし、元軍船が形を残した状態
で発見されることはなく、蒙古襲来の実態を
解明するには至っていなかった。そこで、研
究代表者は平成 18〜22 年度の科学研究費基
盤研究(S)に「長崎県北松浦郡鷹島周辺海底
に眠る元寇関連遺跡・遺物の把握と解明」と
題した研究を申請し、採択を受けた。当該研
究では蒙古襲来関係遺物の遺存状況を把握
するためにまず海底音波探査装置を用いて
伊万里湾全域の海底地形図と海底地層図を
作成した。その上で、その詳細な情報分析を
行ない、関係遺物が遺存すると推定される海
域において試掘調査を実施し、蒙古襲来時の
軍船と思われる沈没船の一部を発見するに
至った。しかし、これが採択期間の最終年度
であったことから、調査・研究の継続につい
て、新たな科学研究費補助金を申請した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では先行して採択されていた科研
費研究で一部を検出していた沈没船につい
て、水中考古学的調査を実施し、船体の構造
や規模、残存状況、積載物（遺物）の確認を
行なう。また、検出した沈没船の海底での保
全手法や将来的な引き揚げとその後の保存
処理方法についての検討を進め、蒙古襲来の
際の沈没船の保存と活用を図る手法を策定
することを第一の目的とする。 
 また、沈没船発見に至るプロセスを顧みれ
ば、海底音波探査装置を用いて伊万里湾全域
の海底地形図と海底地層図を作成し、その詳
細な情報分析に基づいて、再び音波探査装置
を用いた精査を行ない、その成果を踏まえた
試掘調査を実施することによって、発見にい
たったものであった。この際、はじめに作成
した海底地形図は海底面の地形情報であり、
海底地層図は海上を航行した調査船舶の航
跡に沿った海底の断面情報である。本研究で
はこれらの音波探査で蓄積してきた反応情
報について、再び類型化を図り、その中で沈
没船をはじめとする蒙古襲来遺物と考えら
れる海域について改めて水中考古学的手法
による調査を試みる。これによって、本研究
で進めている音波探査反応の類型化とその
分析に基づいて沈没船を検出する調査手法
の有効性を再確認することとする。また、そ
の上で海底遺跡に対する物理学的探査技術
と水中考古学の融合を進め、海底遺跡調査手
法の確立を図ることを第二の目的とする。 
 さらに、これまでの調査研究の蓄積にもか
かわらず、それほど社会的な関心が高いとは
言えない鷹島海底遺跡と蒙古襲来関連遺物
について、本研究による調査手法および調査
成果を広く発信することによって、日本国内
はもとより、世界的な認知を高めることを第
三の目的とする。 

３．研究の方法 
 第一の目的については、平成 22 年度に一
部を確認した沈没船について、水中考古学手
法による確認発掘調査を実施する。この際、
水中発掘調査に必要な資材、機器の検討とと
もに、調査組織の在り方と調査手法について
の検討を行う。さらに、検出後の沈没船を含
む蒙古襲来関係遺物については、現地での保
全手法や引き揚げによる陸上での保存処理
に要する技術や機器、その使用手法について
検討する。また、沈没船を含む蒙古襲来関係
遺物を検出した海底において、現在まで関係
遺物が遺存してきた要因および劣化した要
因を把握するための環境モニタリング調査
を行なう。なお、モニタリング調査について
は国内外の先行事例を参考にしつつ、モニタ
リング手法やこれに用いる試料・試材の開発
を行なう。 
 第二の目的については、蓄積した音波探査
情報の解析を下に別の調査海域を設定し、新
たな沈没船を含む蒙古襲来関係遺物の検出
を試みる。また、これまでの探査手法を検証
し、蒙古襲来関係遺物の捕捉精度を高めるこ
とによって、鷹島海底遺跡における蒙古襲来
関係遺物へ到達する調査手法を確立する。 
 第三の目的については、調査の報告書を刊
行するとともに、さまざまな機会を捉えて調
査内容を知らしめる出版物の刊行や講演会、
研究会での発表などを行なう。また、本研究
が抱える問題について、海外を含む研究者と
の情報交換の機会を積極的に設ける。さらに、
新聞・テレビなどの報道機関への情報提供を
積極的に行なうとともに、調査内容の周知化
に関する協力を得ることとする。 
  
４．研究成果 
 第一の目的については、平成 23・24 年度
に詳細確認調査を実施した。この結果、平成
22 年度に一部を確認していた沈没船は蒙古
襲来時の元軍船であることを確認し、鷹島 1
号沈没船と命名した。鷹島１号沈没船は水深
約 23m の海底面下約 1m にあり、ほぼ東西方
向に主軸を向けた状態で検出された。船底の
中心をなす竜骨（現存長約 13.5m）とこれに
接して南北両側に残存する船底外板材それ
ぞれ約 3m が残存する。竜骨は中央で折れて
いるが、幅約 50cm を計り、残存する西側先
端部分には別の木材と組み合わせるための
ホゾ状の加工が見られる。また、竜骨材と船
底部分の外板材はそれぞれの組み合わせ部
分に漆喰が塗布されている状況が確認でき
る。竜骨と砂底外板材の内底には船内を仕切
る隔壁の痕跡が 6 カ所確認できる。隔壁部分
は 3 枚の木材からなり、真ん中の 1 枚が隔壁、
両側の 1枚ずつは隔壁材を支える肋材と考え
られるが、残存部分が少なく、詳細な構造の
確認は難しい。 
 竜骨や外板材の上には大量の磚（レンガ
材）や中国産陶磁器（壷、碗など）片、硯片、
携帯用砥石、球形土製品片（『蒙古襲来絵詞』



に「てつはう」と記載）などが散乱した状態
で確認される。磚は長さ約 28cm、幅約 9cm、
厚さ約 6cm の大きさが一般的で、これにやや
幅の大きいものや長さが短いものなどが少
し混じり、その半数近くは欠損している。北
区にはこれらの遺物集中部分があり、そこで
実測した磚の総数は約 300 個を越える。これ
らの磚は船体のバランスをとるためのバラ
ストとして、隔壁で仕切られた船体内部区画
のいくつかに積み込まれていたと考えられ
る。鷹島 1号沈没船は船体の構造と検出遺物
の内容から、中国江南地域を発進した元軍船
の 1艘と判断した。 
 第二の目的については、平成 24・25 年度
に音波探査の際の周波数をいくつか変えて
みることや調査船の船速をできるかぎり遅
くすることなどを試みて、音波探査手法の再
検討を行った。この結果、平成 22 年度まで
の科研費研究で試みていた周波数 8kHz では
なく、10〜12kHz を用い、船速 2〜3 ノットで
調査船を航行した場合がもっとも蒙古襲来
関連遺物を捕捉できる可能性が高いことが
明らかとなった。そこで、平成 26 年度に新
たな海域を設定して音波探査を実施し、その
中の1カ所について試掘調査を実施したとこ
ろ、新たな沈没船を発見するに至った。この
沈没船については平成 27 年度に詳細確認調
査を実施して元軍船であることを確認し、鷹
島 2号沈没船とした。 
 鷹島 2 号沈没船は鷹島海岸から約 200m、
水深 13〜15m の位置にあり、海底地形の上
ではほぼ南北方向に形成された谷斜面の途
中に埋もれている。検出状況から船首部が南
側、船尾が北側となる。船首部分は外板を船
首竜骨に向けて狭めて仕上げた構造が確認
できる。しかし、船首竜骨材は残存していな
い。船首から北側に向かって次第に船幅が広
がり、5m ほど北側では船体外板の残存部幅
が 3.0m となる。また、9m では残存部幅が
最大の 3.2m となり、10m ほどまで残存部幅
3m が続く。そこから次第に狭まり、先端か
ら約 12m までは船体の木組み構造が確認で
きる状態の外板や隔壁などの部材が遺存す
る。船体の北側では木材が多く検出されるも
のの、鷹島 2 号沈没船の部材と明確に判断で
きる状況ではない。これらの部材は南北方向
を示す鷹島 2号沈没船の残存部材の向きとは
異なる方向で揃っているようにも見え、ある
いは鷹島 2号沈没船の下に別の沈没船が存在
する可能性が考えられる。 
 残存する船体部材は右舷、左舷をなす外板
材と船内を仕切る隔壁材が本来の船体構造
を保った状態で残存する。隔壁は 9 か所で確
認でき、これによって仕切られた空間８区画
が明瞭に確認される。隔壁で仕切られた空間
の奥行は船首および船尾部分の空間を除き、
南側から約 85 ㎝、100 ㎝、105 ㎝、140 ㎝、
150 ㎝、145 ㎝、110 ㎝、70 ㎝を測る。船首
部分の空間を第 1 室とすれば、上記空間は第
2 室から第 9 室となり、構造が不明瞭となる

船尾部分の空間を第 10 室と仮称することが
できる。この仮称によれば、第 6 室の奥行が
最大の 150cm となり、その前後の第 7 室が
145cm、第 5 室が 140cm で、さらにその前
後となる第 8 室が 110cm、第 4 室が 105cm、
第 3 室が 100cm、第 2 室が 85cm、第 9 室が
70cm の順となり、次第に奥行長が短くなる。
第 3・4・5 室には船底に積んだバラスト材と
考えられる大きさが 20～60 ㎝を測る不定形
の石材で満たされており、これを取り除いて
内底部を確認する作業は行っていない。石材
は第 3〜5 室の船外まで広がって分布してい
ることからすれば、第 3〜5 室内に置かれて
いたバラスト材が船体の腐食に伴って船外
にこぼれ落ちたことが考えられる。遺物とし
ては、第 5 室のバラスト材の下から完形の天
目碗が得られた他、第 10 室とした船体北端
部の外板木材の下から錫製筒形製品が検出
された。また、周辺の掘り下げ作業中にやは
り完形の白磁碗と褐釉壷が得られている。こ
の他、船内堆積土の中から磚、青磁坏、白磁
碗、陶器壷などの破片が出土している。検出
した遺物量は鷹島 1号沈没船に比較すればか
なり少ないが、船体構造およびこれらの遺物
から、1 号沈没船と同じく中国江南地域を進
発した元軍船であると判断した。 
 鷹島 2 号沈没船の発見によって、音波探査
装置を用いて沈没船をはじめとする蒙古襲
来関係遺物を捕捉する手法については、一定
の確立が図られたと考えられる。今後はこの
手法を用いて、新たな蒙古襲来関係遺物を検
出することが求められる。 
 なお、鷹島 1・2 号沈没船については、1
号船では沈没船木材を食い尽くすフナクイ
ムシが嫌う効果を念頭に置いた特製の銅網
で覆い、2 号船では船体木材を砂嚢袋で約
50cm 以上覆い、その上にアクリル樹脂を塗
布したシートを被せ、砂嚢袋で押さえた現地
保存手法を講じた。前者は北海道江差港で調
査された旧江戸幕府軍艦開陽丸の現地保全
で用いられた手法、後者はヨーロッパやオー
ストラリアの沈没船の現地保全で採用され
ている手法である。これら複数の保全手法を
実験的に採用することによって、鷹島海底遺
跡に相応しい海底保全手法を模索しつつあ
る。また、1・2 号船の傍らには水温計、酸素
濃度計、照度計、電気伝導度計、水位計を設
置して、環境モニタリング調査を実施すると
ともに、海底環境における木材や鉄材、銅材
の劣化に関する情報収集のためのモニタリ
ングキットを作成し、継続的な観察を続けて
いる。これらは第一の目的に沿う試みであり、
科研費採択期間終了後も継続している。 
 第三の目的については、本研究の採択期間
に 4 冊の調査報告書を刊行した。また、平成
25 年 5 月に刊行された『月刊考古学ジャーナ
ル』では、「特集・水中考古学—元寇船最新研
究の成果—」が組まれ、これに協力した。 
 元軍船発見に関する報道は新聞およびテレ
ビなどのトップニュースとして広く伝えられた。ま



た、年度ごとの調査については調査前および調
査後の記者会見が求められ、これに基づいた調
査に関する報道が行なわれた。中でも、NHK で
は平成 23 年 12 月 8 日のクローズアップ現代（海
底で発見！幻の軍船〜730 年前元寇の謎〜）と、
平成 24 年 11 月 3 日の NHK スペシャル（発見！
幻の巨大軍船 モンゴル帝国 vs 日本 730 年目
の真実）において特集番組を作成し、特集番組
は同社の国際放送でも放映（12 月 15 日）された。
また、NHK 福岡放送局では九州地域で放映す
るローカル番組（きんすた）において、鷹島海底
遺跡調査を題材にした「潜ってびっくり！海は歴
史のタイムカプセル」（平成25年7月26日放送）
を制作し、調査の内容を伝えた。この他、九州の
RKB 毎日放送では特別報道番組「甦る元寇の
船〜神風の正体に迫る〜」を制作・放映（平成
24 年 12 月 31 日）し、これが平成 24 年度科学技
術映像祭番組コンクールで「文部科学大臣賞」
を受賞した。 
 さらに、元軍船発見を受けて、鷹島1 号沈没船
を含む海域は国指定史跡（鷹島神崎遺跡）に指
定された。これを受け、文化庁では平成 25 年に
「水中遺跡調査検討委員会」を設置し、平成 29
年度末までの間に、日本における水中遺跡の取
扱いに関する検討を行なうこととなった。また、平
成 24 年 6 月には、長崎県松浦市と琉球大学の
間で、「国立大学法人琉球大学と長崎県松浦市
との鷹島神崎遺跡に関する連携協定書」が締結
され、鷹島海底遺跡の調査研究に関する大学と
地域との連携が図られるとともに、平成 26 年に
は松浦市に琉球大学法文学部附属水中文化遺
産研究施設が設置されている。 
 鷹島 1・2 号沈没船の発見は国際的な研究交
流機会の創出にも繋がっており、内蒙古考古文
物研究所や韓国海洋文化財研究所、オランダ
政府文化遺産局海事研究部門、西オ—ストラリア
博物館との間で、水中調査や海底での沈没船
保存手法、出土遺物の歴史的評価などに関す
る研究交流を進めつつある。 
 さらに、本研究（平成 23〜27 年度科学研究費
基盤研究(S)「水中考古学手法による元寇沈
船の調査と研究」）の成果については、本研
究に先行して実施した平成 18〜22 年度科学
研究費基盤研究(S)「長崎県北松浦郡鷹島周
辺海底に眠る元寇関連遺跡・遺物の把握と解
明」の研究成果を盛り込みながら、平成 28
年 2月 6日に東京国立博物館（平成館大講堂）、
同年 2 月 14 日に九州国立博物館（ミュージ
アムホール）において、「海底に眠る元寇沈
没船の謎」と題した研究成果報告講演会を実
施した。事前申し込み制であったにも関わら
ず、前者では約 220 名、後者では約 260 名の
参加があり、本研究に関する社会的関心の高
さが確認されることとなった。 
 なお、本研究の成果については、近年中に
研究書および一般普及書として出版刊行す
る計画を進めている。 
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